一 、 ぺ ンネン ネンネ ンネン . ネネム の 独立 

〔冒頭 原稿 数枚 焼失〕 のでした。 実際、 東の そら は、 

お 「キ レ」 さまの 出る前に、 琥珀色の ビ— ルで 1 杯に 

なる のでした。 ところが、 そのまま 夏に なリ ましたが、 

ばけもの たち は みんな 騒ぎ はじめました。 

その わけ 〔十七 字 不明〕 ばけもの 麦 も 一 向み のらず、 

大 〔六 字 不明〕 が 咲いた だけで 一 つぶ も 実にな リ ませ 

ん でした。 秋に なっても 全く その 通 〔七 字 不明〕 栗の 

ききん 

木 さえ、 ただ 青い いがば かり、 〔八 字 不明〕 飢饉に なつ 

てし まいました。 



ひざ 

にどう も 膝 やか かとの 骨が 固ま つ てし ま つ ている よう 

だから 仕方ない が、 おい、 女の子。 おじさん とこへ 来 

ないか。 一 日 いっぱい 葡萄 パン を 喰べ さして やる よご 

ネネム も マミ ミも 何とも 返事 をし ませんで したが 男 

はふい つと マ ミミ をお 菓子の 籠の 中へ 入れて、 

「おお、 ホイ ホイ、 おお、 ホイ ホイ ご と 云いながら 俄 

かに あわて だして 風の ように 家 を 出て 行きました。 

何の こと だか わけが わからず きょろきょろ していた 

マ ミミ 〔 一 字 不明〕、 戸 口を出てから はじめて わ つ と 泣 

き 出し ネネム は、 

さけ 

「どろぼう、 どろぼう。 I と 泣きながら 叫んで 追い かけ 



ましたが もう 男 は 森 を 抜けて ずう つと 向う の 黄色な 野 

原 を 走って 行く のが ちらっと 見える だけでした。 マミ 

ミの 声が 小さな 白い 三角の 光に なって ネネム の 胸に し 

み 込む ばかりでした。 

ネネム は 泣いて どな つ て 森の 中 をう ろうろう ろうろ 

つ.^, たお 

はせ 歩きました がとうと う 疲れてば た つ と 倒れて しま 

いました。 

それから 何日 経った かわか リ ません。 

ネネム はふつ と 目 を あきました。 見る とすぐ 頭の 上 

のばけ も の 栗の 木が ふつふつと 湯気 を 吐 いていました。 

その 幹に 鉄の はしごが 両方から 一 一つ かかって 二人の 



ませんで した。 

「あれで も 昆布が とれる の ご 

「あれで も 昆布が とれる のかって。 いやな 子供 だな。 

えん ギ J 

おい、 縁起で もない ぞ。 取れ もしない ところに どうし 

て 工場なん か 建て るんだ。 取れる ともさ。 現に おれ は 

じめ 沢山の ものが それでく らし を 立てて いるん じ やな 

レカ 」 

ネネム はか すれた 声で やっと 

「そうです か。 おじさん ご と 云いました。 

「それに この 森 はすつ かり おれの 森なん だから さっき 

のように 勝手に わらびなん ぞ 取る こと は 疾うに 差し 止 



れ ながらず う つ と 青空の 方 へ ひろがって いるので す。 

はげ 

その ぐらぐら はだん だん 烈しくな つ て ネネム は 危なく 

下に 落ちそう にさえ なりました。 

「そら、 網が あったろう。 そいつ を 空へ 投げ るんだ よ。 

手が ぐらぐら 云う だろう。 そいつ はね、 風の 中の ふか 

や^^が つきあたって るんだ。 おや、 お前 はふる えて 

るね。 意気地な しだな あ。 投げ るんだ よ、 投げ るんだ 

よ。 そら、 投げ るんだ よご 

ネネム は 何とも 云えず 厭な 心 持が しました。 けれど 

つま ヽ 

も 仕方なく 力 一 杯に それ をた ぐり 寄せて それから あら 

ん かぎり 上の 方に 投げつ けました。 すると 目が ぐるぐ 



るつ として、 ご機嫌の いいお キレ さままで がまる で 黒 

たま 

い 土の 球の ように 見え それから シ ュ ゥと はしごの てつ 

ぺ ん から 下へ 落ちました。 もう 死んだ と ネネム は 思い 

ましたが その 次に もう 耳が 抜けた と ネネム は 思い まし 

た。 という わけ は ネネム はき ちんと 地面の 上に 立って 

いて 紳士が ネネム の 耳 をつ かんで ぶりぶ り 云いながら 

立って いました。 

「お前 も いくじの な いやつ だ。 何と いう ふに や ふ に や 

だ。 俺が 今お 前の 耳 をつ かんで 止めて やらなかったら 

お前 は 今) J ろ は 頭が バチンと はじけて いたろう。 おれ 

はお 前の 大恩 人と いう ことにな つてい る。 これから 失 



礼 をして はならん。 ところで さあ、 登れ。 登 るんだ よ- 

夕方に なったら たべもの も 送って やろう。 夜に なった 

ら 綿の はいった チョッキ もやろう。 さあ、 登れ ご 

「夕方に なったら 下へ 降りて 来 るんで しょうご 

「いいや。 そんな ことがある もんか。 とにかく 昆布が 

とれな くち や だめ だ。 どれ 一 寸網を 見せろ ご 

紳士 は ネネム の 手に くつ ついた 網 をた ぐり 寄せて 中 

を あらためました。 網の ずう つと はじの 方に 一 寸 四方 

ばかりの 茶色な ヌ ラヌラ した ものが つ いていました。 

紳士 は それ を 取って 

「ふん、 たった これ だけ かご と 云いながら それでも 少 



ト ばかり 走りました。 

「ハン ムン ムンム ンムン • ムム ネの巿 まで、 もう どれ 

位ありましょう かご とぺ ンネン ネンネ ンネン • ネネム 

が、 向う から ふらふら やって来た 黄色な 影法師の ばけ 

物に たずねました。 

ゆうれ 、- 

「そうだね。 一 寸 ここまで おいで ご その 黄色な 幽霊 は、 

そで 

ネネム の 四角な 袖の はじ をつ まんで、 一本のば けもの 

りんごの 木の 下まで 連れて行って、 自分の 片足 を りん 

ごの 木の 根に そろえて 置いて 云いました。 

「あなた も 片足 を ここまで 出しな さ いご 

ネネム は 急いで その 通りし ますと その 黄色な 幽霊 は、 



屈んで 片っ 方の 目をつぶ つ て、 足さき がりん ごの 木の 

根と よく そろ つ ている か 検査した あとで 云いました。 

「いい か。 ハン ムンム ンムン ムン. ムム ネ巿の 入口 ま 

では、 丁度 この 足さき から 六 ノット 六 チェ— ン あるよ。 

とちゅう 

それで は 途中 気をつけ ておいで ご そしてく るつ とま 

わ つ て 向う へ 行つ てし まいました。 

ネネム は そのうし ろから、 ていねいに お辞儀 をして、 

「ああ ありがとう ございます。 六 ノット 六 チェ ー ンな 

らば、 私が 一時間 一 ノット 一 チェ— ン ずつ あるきます 

と 六 時間で 参れます。 一 時間 三 ノット 三 チェ— ン ずつ 

あるき ますと 二 時間で 参れます。 すっかり 見当が つき 



まして、 こんな うれしい ことはありません ごと 云いな 

がら、 もう 一 つ 頭 を 下げました。 赤毛 はじゃ らんと 下 

に垂 がりました けれども、 実は 黄色の 幽霊 はもう ず 

う つ と 向う のばけ もの 世界の かげろうの 立つ 畑の 中に 

でも はいった らしく、 影 も かたち もありません でした- 

そこで ネネム は 又 あるき 出しました。 すると 又 向う 

むやみ ねずみ ぐつ 

から 無暗に ぎらぎら 光る 鼠色の 男が、 赤い ゴ ム靴を 

はいて やって 参りました。 そして ネネム を じろじろ見 

とつぜん 

てい ましたが、 突然 そばに 走って 来て、 ネネム の 右の 

手首 をし つかりつ かんで 云いました。 

「おい。 お前 は 森の 中の 昆布 採りが いやにな つて こつ 



髪の毛 やなに かで 一 べんに 三百ば かり 黄と いう 字 を 書 

きました。 生徒 は みんな 大急ぎで 筆記帳に 黄と いう 字 

〈，つま 〈- 

を 一 杯 書きました が とても 先生の ようにう まく は 出来 

ません。 

すわ とな 

ネネム は そっと 一番う しろの 席に 座って、 隣り の 赤 

と 白の まだらの ばけもの 学生に 低く たずねました。 

「ね、 この 先生 は 何て 云 うんです かご 

「お前 知らなかった のかい。 フゥ フィ— ボ ー 博士 さ。 

化学の ご とその 赤い ばけもの は 馬鹿にし たように 目 

を 光らせて 答えました。 

「あつ、 そうでし たか。 この 先生です か。 名高い 人な 



人に なりました。 ネネム がノ— トを 出した 時、 フゥ 

フィ— ボ— 博士 は 大きな あくび を やりました の で、 

ノ ー トはス ポリと 先生に 吸い込まれて しまいました。 

先生 は それ を 別段 気に かける でもない らしく、 コクッ 

と 呑んで しま つ て 云いました。 

「よろしい。 ノ— トは大 へんによ く 出来て いる。 そん 

えんと つ 

なら 問題 を 答えなさい。 煙突から 出る けむりに は 何 種 

類 あるか ご 

「四 種類あります。 もし その 種類 を 申しますならば、 

黒、 白、 青、 無色です ご 

けむり えら 

「うん。 無色の 煙 に 気が つ いた 所 は、 実に どうも 偉い _ 



も つと ち 

「うん。 お前 は、 最 明らかな 出現 罪で ある。 依って 

明日より 二十 二日 間、 ムッ セン 街道の 見 まわり を 命ず 

る。 今後ば けものの 世界 長の 許可な くして、 妄りに 向 

側に 出現いた して はならん ぞご 

「かしこま りました。 ありがとう ございま すご その 

ばけもの も 引っ込みました。 

「実に 名 断 だ。 いい 判決 だね ご とみんな ささやき 合 

いました。 その 時 向う の 窓が ガタリと 開いて 

「どう だ、 いい 裁判長だろう。 みんな 感心した かいご 

と 云う 声が しました。 それ はさつ きの 灰色の 一 メ ） r 

ル ある 顔、 フゥ フィ— ボ— 先生でした。 



「ブラボ ォ。 フゥ フィ— ボ— 博士。 ブラボ ォご と 判 

事 も 検事 もみん な 怒鳴りました。 その 時 はもう 博士の 

顔 は 消えて 窓はガ タンと しまりました。 

そこで ネネム は 自分の 室に 帰って 白い ちぢれ 毛の か 

つら を 除り ました。 それから 寝ました。 

あと は あしたの ことです。 

三、 ぺ ンネン ネンネ ンネン • ネネム の 巡視 

ばけもの 世界 裁判長に な つた ぺ ンネ ンネン ネンネ 

ン- ネネム は、 次の 朝 六 時に 起きて、 すぐ 部下の 検事 



そして 今度 は、 となりの ばけもの 酒屋に はいり まし 

た。 見物 はわ いわいつ いて 行きます。 酒屋の はげ 頭の 

おじいさん ばけもの も、 やっぱり ぶるぶるしながら 十 

円 出しました。 

その 隣 は タン 屋 という 店でした が、 ここで も 主人 

が 黄色な 顔 を 緑色に して ふるえながら、 十 円で マッチ 

一 つ 買いました。 

「これ はいかん。 実にけ しからん。 こう 云う いやな も 

ちじょく 

のが 町の 中 を 勝手に 歩く という こと はおれの 恥辱 だ。 

い いから ひ つ くく つ てし まえ ご とぺ ン ネンネ ンネン 

ネン . ネネム は 部下の 検事に 命令し ました。 一人の 検 



事が すぐ 進んで 行って タン 屋の 店から 出て 来る ばかり 

の そのい やな もの を くるくる 十重ば かりに ひっくく つ 

てし まいました。 ペンネ ン ネンネ ンネン . ネネム がみ 

ん なを 押し分けて 前に 出て 云いました。 

「こら。 その 方 は 自分の 顔 やかたち のい やなこと をい 

いこと にして、 一つ 一 銭の マッチ を 十 円ず つに 家 ごと 

押しつけて あるく。 悪い やつ だ。 監獄に 連れて行く か 

ら そう 思え。 」 

すると そのい やな もの は 泣き出しました。 

ぼく ちら 

「巡査さん。 それ は ひどい よ。 僕 はいくら お金 を 貰つ 

たって 自分で 一 銭 もとり はしな いんだ。 みんな 親方が 



しまって しま うんだ よ。 許して お呉れ。 許して お 呉 

れご 

ネネム が 云いました。 

まわ かせ 

「そうか。 するとお 前 は 毎日た だ 引っぱり 廻され て 稼 

がせられ る 丈け だな ご 

たヽ, -5- 

「そうだよ、 そうだよ。 僕 を 太夫さん だなん て 云いな 

がら、 ひどい 目にば かり あわ すんだ よ。 ご飯 さえ 碌に 

呉れな いんだよ。 早く 親方 をつ かまえて お呉れ。 早く 

早く ご 今度 は そのい やな ものが 俄かに 元気 を 出し ま 

した。 

そこで 



四、 ペン ネ ン ネ ン ネ ン ネ ン . ネネ ム の 安心 

ばけもの 世界 裁判長、 ぺ ン ネ ン ネ ン ネ ン ネ ン • ネネ 

ムの 評判 は、 今 はもう 非常な ものに なりました。 この 

ぴき えだ 

世界が、 はじめ 一疋の みじんこから、 だんだん 枝が つ 

いたり、 足が出 来たりして 発達し はじめて 以来、 こん 

な 名 判官 は 実に はじめて だと みんなが 申しました。 

シャァ ロンと い うばけ も のの 高利 貸で さえ、 ああ 実 

に ぺ ン ネ ン ネ ン ネ ン ネ ン • ネネム さま は 名 判官 だ 、 ダ 

二 ー さまの 再来 だ、 いや ダニ ー さまの 発達 だと ほめた 

位です。 



かりの 切れがず うと 続いて、 それに 勲章 をぞ ろつ とつ 

けて、 その 帯の ような もの を、 三十 人の 部下の 人た ち 

が ぞろぞろ 持って行く のでした。 さて ネネム は、 この 

様な 大 へんな 名誉 を 得て、 そのほかに、 みなさん もも 

うご 存知で しょうが、 フ ゥフィ ー ボ— 博士の ほかに、 

誰も 決して 喰べ てなら ない 藁の オムレツまで、 ネネム 

は 喰べ る こと を 許されて いました。 それです から、 誰 

が 考え て も Y J んな 幸福な h J とがない 害 だ つたので すが、 

実は ネネム は 一向 面白くありません でした。 それと い 

ききん かご 

うの は、 あの ネネム が 八つの 飢饉の 年、 お菓子の 籠に 

入れられて、 「おお ホイ ホイ、 おお ホイ ホイ ご と 云い 



らして いました。 

「仲々 勇壮 だね ご と ネネム は 云いました。 

そのうちに とうとう、 一 人 は バァと 音が して 肩から 

こし さ 

胸から 腰へ かけて すつ ぼリと 斬られて、 からだが まつ 

二つに 分れ、 バラン チャンと 床に 倒れて しまいました _ 

いか まわ 

斬った 方 は 肩を怒らせて、 三 べん 刀 を 高く ふり 廻し 

むらさき いろ はげ あ 

紫色の 烈しい 火花 を 揚げて、 楽屋へ はいって 行き ま 

した。 

すると 倒れた 方の まつ 一 一 つに なった からだが バ タツ 

と 又 一 つに なって、 見る見る 傷口が すっかり くっつき 

ゲ ラゲ ラゲ ラッと 笑つ て 起き あがりました。 そして 頭 



「うまい ぞ、 テジマ ァ！」 みんな は どっと はやし まし 

た。 

舞 4. 口の 上の 二人 は、 手 を 握った まま、 ふいつと おじ 

ぎ をして、 それから、 

「バラ コック、 バラ ラゲ、 ボラン、 ボラン、 ボラン」 

と 変な 歌 を 高く 歌いながら、 幕の 中に 引っ込んで 行き 

ました。 

ボロン、 ボロン、 ボロ ロンと、 どらが 又 鳴りました。 

舞台が 月光の ように さっと 青くな りました。 それ か 

ら だんだん のんびりした いかにも 春ら しい 桃色に 変り 

ました。 



小さな 白い 花 をつ けました。 舞台 は 燃える ように 赤く 

光りました。 

「お キレの 角 は ケンケ ンケン 

ばけもの 麦 は ザ ラン ザ ララ 

とんび ト 1 口 ロト— 口 ロト 1、 

力ま 

鎌の ひかり は シン シン シン ご 

とみんな は 足踏み をして 歌いました。 たちまち 穂 は 立 

派な 実にな つて 頭 をず うつと 垂れました。 黒い きもの 

のばけ もの ども はい つ の 間に か 大きな 鎌 を 持って いて 

か おど 

それ をサ クサ ク刈リ はじめました。 歌いながら 踊りな 

がら 刈りました。 見る見る 麦の 束 は 山の ように 舞台の 



ました。 

き ん 

舞台が 俄かに すきとおる ような 黄金色に なりました。 

立派な ひまわりの 花が うしろの 方に ぞろ りと ならんで 

光って います。 それから 青 や 紺 や 黄 や いろいろの 

いろ ガラス うずまき 

色 硝子で こしらえた 羽虫が 波に なったり 渦巻に なった 

りきら きらきら きら 飛びめ ぐリ ました。 

うしろの ま つ 黒な びろうどの 幕が 両方に さ つ と 開い 

て 顔の 紺色な 髪の 火の ような きれいな 女の子が まつ 白 

、-っ ぱい 

な ひらひらした きものに 宝石 を 一 杯に つけて まるで 青 

や 黄色の ほのおの ように 踊って 飛び出しました。 見物 

はもう みんなき ちがい 鯨 のよう な 声で 



r ケ テン！ ケ テン！」 とどな りました。 

女の子 は 笑って うなずいて みんなに 挨拶 を 返しな が 

ら 舞台の 前の 方へ 出て 来ました。 

黒い ばけもの は みんなで 麦の 粒 をつ かみました。 

女の子 も 五六つ ぶ それ をつ まんで みんなの 方に 投げ 

しんじゅ 

ました。 それが 落ちて 来たと き は みんな まつ 白な 真珠 

に 変って いました。 

「さあ、 投げ ご と 云いながら 十 人の 黒い ばけもの がみ 

ま ね 

な 真似 をして 投げました。 バ ラバ ラバ ラバ ラ 真珠の 雨 

は 見物の 頭に 落ちて 来ました。 

まじな 

女の子 は 笑って 何 かかす かに 呪 いのよう な 歌 を や 



りながら みんな を 指図して います。 

ぺ ンネン ネンネ ンネン • ネネム は その 女の子の 顔 を 

じっと見ました。 たしかに たしかに それ こそ は 妹の ぺ 

ンネン ネンネ ンネン . マ ミミだった のです。 ネネム は 

とうとう 堪え兼ねて 高く 叫びました。 

「マ ミミ。 マ ミミ。 おれ だよ。 ネネム だよ ご 

女の子 はぎよ つ としたよ うに ネネム の 方 を 見ました 

それから 何 か 叫んだ ようで したが 声が かすれて こっち 

まで 届きませんでした。 ネネム は 又 叫びました。 

「おれ だ。 ネネム だ ご 

マミ ミ はまる で 頭から 足から 火が つ いたよう に はね 



すっかり 安心し ました。 

五、 ペン ネ ン ネ ン ネ ン ネ ン . ネネ ム の 出現 

ぺ ンネン ネンネ ンネン • ネネム は 独立 もし ましたし、 

立身 もし ましたし、 巡視 もし ましたし、 すっかり 安心 

もしました から、 だんだん からだ も 肥り 声も大 へん 重 

くな りました。 

大抵の 裁判 は ネネム が 出て 行って、 どし リと 椅子に 

くちびる 

すわって 物 を 云おうと 一 寸 唇 をう ごかし ますと、 も 

う ちゃんと きま つ てし まう のでした。 



さて、 ある 日曜日、 ペンネ ンネ ンネン ネン. ネネム 

まう 

は 三十 人の 部下 を つれて、 銀色の 袍を ひるがえ しなが 

ら 丘へ 行きました。 

ゆ リ 

ク ラレと いう 百合の ような 花が、 まつ 白に まぶしく 

光って、 丘に も はざまに も いちめん 咲いて 居りました _ 

ネネム は 草に 座つ て、 つくづく とまつ 青な 空 を 見 あげ 

ました。 

部下の 判事 や 検事た ちが、 その 両側から ぐるつ と 環 

にな つ てなら びました。 

「どうだい。 いい 天気 じ やない か。 

ここへ 来て 見る とわれ われの 世界 もずい ぶんしず か 



それからよ ， J の 方 へ 少し まが つ たように 見え ましたが、 

たち ま すいか 

忽ち 山が 水 瓜 を 割った ように まつ 二つに 開き、 黄色 

かっしょく けむ リ 

や 褐色 の 煙 がぷぅ つ と 高く 高く 噴き あげました。 

き ん ようがん 

それから 黄金色の 熔岩が きらきら きらと 流れ出して 

おうぎがた 

見る 間にず つと 扇形に ひろがりました。 見て いた も 

の は 

「ああ やった やった ご 

とそつ ちに 手を延 して 高く 叫びました。 

「やった やった。 とうとう 噴いた ご 

こんじょう 

とぺ ンネン ネンネ ンネン • ネネム はけ だかい 紺青 色 

にかが やいて しずかに 云いました。 



その 時 はじめて 地面が ぐらぐら ぐら、 波の ように ゆ 

れ 

「ガ ー ン、 ドロ ドロ ドロ ドロ ドロ、 ノン ノン ノン ノン。」 

と 耳 もや ぶれる ばかりの 音が やって来ました。 それ か 

ら風 がどう つ と 吹いて 行って 忽ち サン ム トリの 煙 は 向 

うの 方へ 曲り 空 はます ます 青く ク ラレの 花 はさんさん 

とかが やきました。 上席 判事が 云いました。 

「裁判長 はどう も 実に 偉い。 今や 地殻まで が 裁判長の 

神聖な 裁断に 服す るの だ ご 

一 一番 目の 判事が 云いました。 

ちょうかい 

「実に ぺ ンネン ネンネ ンネン . ネネム 裁判長 は 超怪 



屈 か 青ぞ らを吼 えて 行けば 

その なごりが 地面に 下って 

ク ラレの 花が さんさん と 光り 

まう 

おれたちの 袍は ひるがえる。 

さっき かけて 行った 風が 

いま サン ム トリに 届いた の だ。 

その まつ 黒な けむりの 柱が 

向う の 方に 俄れ て 行く。 

フィ— ガロ、 フィガ ロト、 フィガ ロット。 

ブラボ ォ、 ぺ ン ネ ン ネ ン ネ ン ネ ン • ネ ネム 

ブ ラボ ォ、 ぺ ン ぺ ン ぺ ン ぺ ン ぺ ン . ぺ ネム。 



悪い 方と いうの はク ラレの 花の 咲いた ばけもの 世界 

の 野原の 一 寸 うしろの あたり、 うしろと 云うよ リは少 

し 前の 方で それ は 人間の 世界な のでした。 

「あつ。 裁判長が しくじった ご 

と 誰かが けたたましく 叫んで いるよう でした が、 ネネ 

ム はもう 頭が カアンと 鳴った まま まつ 黒な ガッ ガッし 

た 岩の 上に 立って いました。 

ゆめ みち こけ 

すぐ 前に は 本当に 夢の ような 細い 細い 路が 灰色の 苔 

の 中 を ふらふらと 通って いるので した。 そらが まつ 白 

でず うつと 高く、 うしろの 方 はけ わしい 坂で、 それ も 

間もなく いちめん のまつ 白な 雲の 中に 消えて いました _ 



どこに たった今 歌つ ていた あのば けもの 世界の クラ 

レの 花の 咲いた 野原が あつたでしょう。 実に それ はネ 

パ ー ルの 国から チべ ットへ 入る 峠 の 頂だった のです。 

さ お 

ネネム のす ぐ 前に 三本の 竿が 立って その上に 細長い 

紐の ような ぼろ 切れが 沢山 結び 付けら れ、 風に パ タパ 

タパ タパ タ 鳴って いました。 

ネネム は それ を 見て 思わず ぞ つ としました。 

チベット まよ はた 

それ こそ はたびた び 聞いた 西 蔵の 魔除けの 幡 なので 

した。 ネネム は 逃げ出しました。 まつ 黒な けわしい 岩 

r-メ つ 

の 峯の上 を どこまでも どこまでも 逃げました。 

じゅんれい 

ところが すぐ 向う から 二人の 巡礼が 細い 声で 歌 を 



「裁判長。 裁判長。 しっかりなさい、 裁判長 ごとい う 

声 を 聞きました。 おどろいて 眼 を 明いて 見る とそ こ は 

さっきの ク ラレの 野原でした。 

三十 人の 部下た ちが まわりに 集ま つ て 実に 心配そう 

にして います。 

「ああ 僕 はどうし たんだろ うご 

「只今 空から 落ちて おいでで ございました。 ご 気分 は 

ヽ ゝ 、、ゝ t、、 | r ゝ o 一 

レカ 力です 力 」 

上席 判事が 尋ねました。 

「ああ、 ありがとう。 もうどう もない。 しかしとうと 

う 僕 は 出現して しま つ た。 



僕 は 今日は 自分 を 裁判し なければ ならな い。 

ああ 僕 は 辞職しょう。 それから あしたから 百日、 ば 

そ. - つじ 

けものの 大学 校の 掃除 をしょう。 ああ、 何も かに もお 

しまいだ ご 

ネネム は 思わず 泣きました。 三十 人の 部下 も 一 緒に 

大声で 泣きました。 その 声 は ノン ノン ノン ノンと 地面 

に 波 をた て、 それが 向う の サン ム トリに 届いた ころ サ 

ンム トリが 赤い 火柱 を あげて 第五 回の 爆発 をゃリ まし 

た。 

「ガ アン、 ドロ ドロ ドロ ドロ ご 

風が ど つ と 吹いて 折れた ク ラレの 花が プル プルと ゆ 
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